
戦
争
す
る
国
家
へ
の
「
三
点
セ
ッ
ト
」

昨
年
秋
の
臨
時
国
会
で
、
「
国
家
安
全
保
障
会
議

（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
設
置
法
」
と
「
秘
密
保
護
法
」
を

無
理
や
り
成
立
さ
せ
た
安
倍
政
権
は
、
臨
時
国
会

終
了
後
の
旭
月
Ⅳ
日
、
「
国
家
安
全
保
障
基
本
戦
略
」
、

新
「
防
衛
計
画
大
綱
」
（
平
成
妬
生
度
以
降
に
係
る
防
衛

計
画
の
大
綱
）
、
及
び
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
の

三
点
セ
ッ
ト
を
閣
議
決
定
し
た
。

こ
の
三
点
セ
ッ
ト
は
、
文
字
通
り
「
セ
ッ
ト
」
で

あ
っ
て
統
一
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ

は
安
倍
首
相
が
今
年
１
月
の
通
常
国
会
施
政
方
針
演

説
で
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
た
「
積
極
的
平
和
主
義
」

の
内
容
や
、
い
ま
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
集
団
的
自

衛
権
」
の
行
使
を
「
合
憲
化
」
す
る
動
き
と
も
緊
密

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

実
は
前
回
の
防
衛
計
画
大
綱
、
す
な
わ
ち
菅
民
主

党
政
権
の
下
で
、
２
０
１
０
年
ｎ
月
Ⅳ
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
防
衛
大
綱
」
の
場
合
も
、
１
９
７
６
年

蕊

三
木
内
閣
の
下
で
作
成
さ
れ
た
「
防
衛
大
綱
」
以
来

続
い
て
き
た
「
基
盤
的
防
衛
力
」
構
想
を
大
き
く
転

換
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

「
基
盤
的
防
衛
力
」
と
は
何
だ
っ
た
か
。
そ
れ
は

日
本
が
「
力
の
空
白
」
を
生
じ
さ
せ
て
周
辺
地
域

の
「
不
安
定
要
因
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
「
最
低
限

の
戦
力
」
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。
し
か
し

２
０
１
０
年
、
菅
政
権
の
下
で
の
「
防
衛
大
綱
」
は
、

テ
ロ
や
「
離
島
侵
攻
」
事
態
な
ど
に
備
え
て
、
機
動
性
．

即
応
性
を
重
視
し
た
「
動
的
防
衛
力
」
を
築
き
上
げ

る
と
い
う
戦
略
を
新
し
く
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
は
中

国
の
軍
事
力
と
日
本
近
海
へ
の
進
出
が
「
懸
念
事
項
」

で
あ
り
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
を
「
不

安
定
要
因
」
と
す
る
情
勢
認
識
に
基
づ
い
た
も
の
だ
。

つ
ま
り
明
ら
か
に
中
国
・
北
朝
鮮
を
現
実
的
脅
威
Ⅱ

仮
想
敵
と
認
識
し
、
こ
の
脅
威
に
機
動
的
に
対
処
す

る
こ
と
が
２
０
１
０
年
「
防
衛
大
綱
」
の
新
基
軸
だ
っ

た
。
お
り
か
ら
２
０
１
０
年
９
月
に
は
「
尖
閣
」
付

近
で
中
国
漁
船
と
海
保
巡
視
船
の
衝
突
事
件
が
あ

り
、
領
土
問
題
を
め
ぐ
る
日
中
間
の
紛
争
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
応

し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
「
動
的
防
衛
力
」
構
想

と
は
、
実
は
２
０
１
０
年
２
月
の
Ｑ
Ｄ
Ｒ
（
四
年
ご

と
の
戦
略
見
直
し
）
で
米
国
が
打
ち
出
し
た
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
エ
ア
・
シ
ー
・
バ
ト
ル
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
構
想
の

市民の意見Ｎ○.１４３２０１４/4/１

引
き
写
し
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
中
国
を
対
象
と
し
て
念
頭
に
お
い
た

上
で
、
空
と
海
の
兵
力
を
一
体
的
に
運
用
し
、
空
・

海
軍
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を
ね
ら
っ
た
新

安
全
保
障
戦
略
で
あ
る
。
こ
の
海
空
重
視
と
陸
自
の

リ
ス
ト
ラ
と
い
う
２
０
１
０
年
の
「
防
衛
大
綱
」
は
、

中
国
を
意
識
し
た
米
国
の
東
ア
ジ
ア
重
視
の
軍
事
戦

略
に
自
衛
隊
の
軍
事
力
を
完
全
に
一
体
化
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
２
０
１
０
年
の
「
防
衛

大
綱
」
は
、
そ
の
前
年
の
２
０
０
９
年
末
に
作
ら
れ

る
は
ず
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
鳩
山
政
権
成
立
に

よ
る
日
米
関
係
の
「
不
安
定
化
」
も
あ
っ
て
、
こ
の

大
綱
作
成
は
一
年
先
送
り
に
な
っ
た
。
そ
し
て
菅
政

権
の
下
で
、
軍
事
戦
略
に
お
け
る
日
米
一
体
化
が
回

復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

米
国
の
パ
ワ
ー
の
衰
え
と
独
自
の
「
国
益
拡
大
」

構
想
す
る
日
本

そ
れ
で
は
、
安
倍
政
権
の
下
で
の
新
し
い
「
防
衛

計
画
大
綱
」
は
２
０
１
０
年
の
も
の
と
、
ど
の
点
で

違
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
次
に
、
こ
の

問
題
に
踏
み
込
ん
で
み
た
い
。
Ⅲ

今
回
の
新
「
防
衛
大
綱
」
の
第
一
の
特
徴
は
、
「
我

が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
」
の
項
で
、
「
米

国
は
依
然
と
し
て
世
界
最
大
の
国
力
を
有
し
て
お
り
、

世
界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
の
役
割
を
引
き
続
き
果

た
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
も
の
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間
の
軍
事
的
活
用
へ
の
積
極
的
姿
勢
も
目
立
っ
て
い

る
。
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
が
土
台
に
な
っ
て
「
防

衛
計
画
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
る
以
上
、
双
方
の
文
面

に
は
完
全
に
重
な
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
私
は
「
戦

略
」
の
中
の
「
国
際
社
会
の
課
題
の
主
導
的
設
定
」

と
か
「
能
動
的
に
国
益
を
増
進
」
と
い
う
言
葉
に
注

目
し
た
い
。
こ
れ
は
「
日
米
同
盟
」
を
前
提
と
し
つ

つ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
の
衰
退
と
「
多
極
化
」

の
中
で
、
従
来
の
よ
う
に
米
国
の
軍
事
戦
略
の
一
角

を
担
う
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
独
自
の
戦
略
の
追

求
と
い
う
色
合
い
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
ま
さ
し
く

そ
こ
に
「
安
倍
カ
ラ
ー
」
が
あ
り
、
日
本
が
、
中
国

や
韓
国
と
の
間
に
「
領
土
」
を
め
ぐ
る
紛
争
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
米
国
の
「
国
益
」
（
中
国
と
の
安

定
的
な
国
際
関
係
の
維
持
は
米
国
に
と
っ
て
の
至
上

命
題
）
を
脅
か
す
こ
と
に
米
国
の
支
配
層
は
神
経
を

と
が
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ヨ
ク
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
「
シ
ー
ム
レ
ス
」

次
に
「
大
綱
」
が
提
起
す
る
問
題
で
、
今
回
新
し

く
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
「
領
土
や
主
権
、
海
洋
に

お
け
る
経
済
権
益
等
を
め
ぐ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
事

態
が
長
期
化
す
る
傾
向
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら

が
よ
り
重
大
な
事
態
に
転
じ
る
可
能
性
」
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
「
防
衛
大
綱
」
が
、

２
０
１
０
年
の
旧
「
防
衛
大
綱
」
策
定
時
に
比
べ
て

「
様
々
な
安
全
保
障
上
の
課
題
や
不
安
定
要
因
が
よ

り
顕
在
化
・
尖
鋭
化
し
て
き
て
お
り
」
「
我
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し

こ
に
社
会
を
取
り
込
む
軍
事
体
制
を
討
て

一
ｒ
Ｐ

の
、
「
中
国
、
イ
ン
ド
等
の
更
な
る
発
展
及
び
米
国

の
影
響
力
の
変
化
に
伴
う
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
」
「
国
際
社
会
の
多
極
化
」
と
い
う
表
現
で
、
事

実
上
ア
メ
リ
カ
の
秩
序
形
成
・
維
持
・
安
定
化
能
力
、

す
な
わ
ち
覇
権
的
地
位
の
後
退
が
、
印
象
づ
け
ら
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
「
日
米
同
盟
を
基
軸
」
と
し
た

安
全
保
障
と
い
う
枠
組
み
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
「
防
衛
計
画
大
綱
」
が
、
米
国
の
国
防
当
局
と

の
綿
密
な
す
り
あ
わ
せ
・
合
意
の
下
に
作
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
私
に
は
、
従
来

の
よ
う
に
米
国
の
世
界
的
軍
事
戦
略
に
一
方
的
に
組

み
込
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
日
本
独
自
の
構
想
へ

の
志
向
が
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
え
る
。

そ
の
こ
と
は
「
大
綱
」
と
一
体
の
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」
の
中
の
「
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
内
容

と
し
て
、
「
国
際
社
会
の
課
題
を
主
導
的
に
設
定
し
、

能
動
的
に
国
益
を
増
進
す
る
力
を
蓄
え
る
」
こ
と
が

押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。

同
戦
略
は
「
実
効
性
の
高
い
統
合
的
な
防
衛
力
の
効

率
的
な
整
備
」
「
領
域
保
全
の
た
め
の
海
洋
監
視
能

力
の
強
化
、
国
境
離
島
、
防
衛
施
設
周
辺
の
土
地
利

用
の
あ
り
方
の
検
討
」
「
「
開
か
れ
安
定
し
た
海
洋
』

の
維
持
・
発
展
に
主
導
的
な
役
割
発
揮
、
日
本
の
資

源
輸
送
路
沿
岸
国
の
海
上
保
安
能
力
の
向
上
支
援
」

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
能
力
強
化
」
な
ど
が
並

ん
で
い
る
。
ま
た
「
防
衛
装
備
品
の
活
用
に
よ
る
平

和
貢
献
・
国
際
協
力
へ
の
積
極
的
関
与
、
共
同
開
発

に
参
画
」
と
武
器
輸
出
三
原
則
の
見
直
し
や
宇
宙
空
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て
い
る
」
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
」
の
恒
常
化
と
い
う
把
握
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
は
「
純
然
た
る
平
時
で
も

有
事
で
も
な
い
事
態
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に

こ
の
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
へ
の
対
応
、
た
と
え
ば
「
尖

閣
」
を
め
ぐ
る
中
国
と
の
緊
張
関
係
の
日
常
化
へ
の

対
応
が
、
逆
に
偶
発
的
武
力
衝
突
へ
の
可
能
性
を
促

進
し
て
し
ま
う
危
険
性
に
つ
い
て
、
十
分
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

新
「
防
衛
大
綱
」
は
述
べ
る
。
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
事
態
を
含
め
、
自
衛
隊
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事

態
が
増
加
し
て
お
り
、
…
…
平
素
か
ら
、
常
時
継
続

的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
９
偵
察
（
Ｉ
Ｓ
Ｒ
）
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
事
態
の
推
移
に
応
じ
、
訓
練
．

練
習
を
戦
略
的
に
実
施
し
、
ま
た
、
安
全
保
障
環
境

に
即
し
た
部
隊
配
置
と
部
隊
の
機
動
展
開
を
含
む
対

処
体
制
の
構
築
を
迅
速
に
行
っ
こ
と
に
よ
り
、
我
が

国
の
防
衛
意
思
と
高
い
能
力
を
示
」
し
、
「
防
衛
力

を
よ
り
強
靭
な
も
の
と
す
る
た
め
、
各
種
活
動
を
下

支
え
す
る
防
衛
力
の
「
質
」
及
び
「
量
』
を
必
要
か

つ
十
分
に
確
保
し
、
抑
止
力
及
び
対
処
力
を
高
め
て

い
く
」
。

さ
ら
に
「
多
様
な
活
動
を
統
合
運
用
に
よ
り
シ
ー

ム
レ
ス
か
つ
状
況
に
臨
機
に
対
応
し
て
機
動
的
に
行

い
得
る
実
効
的
な
も
の
に
し
て
い
く
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
「
シ
ー
ム
レ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
、
平

時
ｌ
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
ー
有
事
に
連
続
的
に
対
応
す
る

た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
「
戦
争
す
る
国
家
」
の
「
国
防
軍
」
と
し

て
の
自
衛
隊
の
飛
躍
を
、
明
確
に
意
識
さ
せ
る
も
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ノ
ー

集
２
９
条
実
見
こ
に
社
会
を
取
り
込
む
軍
事
体
制
を
討
て

慶一

宮
崎
ア
ニ
メ
『
風
立
ち
ぬ
』
の
ヒ
ッ
ト
に
あ
や
か
つ

た
の
だ
ろ
う
、
Ｃ
Ｓ
［
日
本
映
画
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
］

が
、
東
宝
の
空
戦
映
画
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
の
う
ち

の
一
本
「
太
平
洋
の
翼
』
で
、
三
船
敏
郎
が
源
田
実

少
将
を
演
じ
た
。
こ
こ
で
の
戦
闘
機
は
、
零
戦
で
は

な
く
紫
電
改
で
あ
る
。

そ
の
源
田
実
は
、
自
衛
隊
で
航
空
幕
僚
長
を
つ
と

め
、
退
官
後
に
長
沼
裁
判
で
証
人
喚
問
さ
れ
た
。
そ

こ
で
「
〃
専
守
防
衛
“
は
兵
術
的
に
無
理
」
だ
と
証

一
言
し
て
い
る
。

こ
の
裁
判
で
は
そ
の
他
に
、
現
役
の
陸
・
海
・
空

の
三
幕
僚
長
が
証
言
し
、
さ
ら
に
植
村
英
一
・
航
空

自
衛
隊
飛
行
教
育
集
団
司
令
官
、
藤
沢
信
雄
・
航
空

自
衛
隊
幕
僚
監
部
防
衛
部
長
が
喚
問
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
高
橋
甫
、
山
田
昭
、
林
茂
夫
、
遠
藤
三

郎
、
小
山
内
宏
の
五
人
の
軍
事
評
論
家
が
証
言
し
た
。

高
橋
は
、
元
海
軍
中
佐
で
、
当
時
は
日
本
原
水
協

専
門
委
員
で
あ
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

の
で
あ
る
。
「
集
団
的
自
衛
権
」
行
使
と
か
ら
め
て
、

こ
う
し
た
動
き
に
あ
ら
た
め
て
注
意
し
、
批
判
の
声

を
あ
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

（
く
に
と
み
．
け
ん
じ
／
反
安
保
実
行
委
員
会
）

国
際
法
の
立
場
か
ら
八
田
畑
茂
二
郎
・
京
大
教
授

（
当
時
）
が
証
言
し
た
。
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
集

団
的
自
衛
権
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
、
長
文
に
な
る

が
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
自
衛
権
は
、
外
国
か
ら
の
侵
害
に
対
し
、
そ
れ

が
緊
急
で
あ
る
た
め
他
に
手
段
が
な
い
場
合
、
実
力

に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
国
際
法
上
の
権
利
で

あ
る
。
こ
こ
で
い
う
実
力
は
、
国
際
法
で
は
武
力
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。

国
連
憲
章
第
五
一
条
の
集
団
的
自
衛
権
と
い
う
の

は
、
外
国
の
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
、
国
家
が

個
別
的
、
ま
た
は
集
団
的
に
自
衛
す
る
固
有
の
権
利

で
あ
る
が
、
相
互
援
助
条
約
を
締
結
し
て
い
れ
ば
、

安
全
保
障
理
事
会
の
同
意
な
く
（
大
国
の
拒
否
穂
と
い

う
障
害
を
受
け
な
い
で
）
そ
れ
が
発
動
で
き
る
よ
う
に

１
１
と
い
う
趣
旨
で
で
き
た
規
定
で
あ
り
、
自
衛
権

と
は
い
う
け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
相
互
援
助
の
た

め
の
権
利
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
れ
は
国
連
の

集
団
安
全
保
障
の
中
で
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
、
は
み
出
し
た
よ
う
な
体
制
と
い
え
る
。
し
か
も
、

自
国
が
攻
撃
を
受
け
な
く
て
も
、
他
国
を
援
助
す
る

た
め
に
、
自
衛
の
名
で
武
力
行
動
を
起
こ
す
国
が
広

が
る
わ
け
だ
か
ら
、
国
連
を
中
心
に
国
際
平
和
を
考

、
、
、
、
、
、

え
る
建
て
前
で
は
好
ま
し
く
な
い
。
自
衛
権
は
、
そ
、
、

の
発
動
を
さ
し
ひ
か
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
大
変

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

乱
用
さ
れ
る
恐
れ
の
多
い
概
念
で
あ
る
。
国
連
と
し

て
十
分
な
平
和
維
持
の
役
割
を
演
じ
得
る
と
い
う
新

し
い
理
解
を
持
て
る
と
思
う
が
、
力
に
対
し
て
力
で

対
抗
し
て
い
く
と
い
う
勢
力
均
衡
と
か
集
団
安
全
保

障
方
式
で
な
く
、
む
し
ろ
力
を
行
使
す
る
必
要
の
な

い
よ
う
な
状
態
を
い
か
に
し
て
作
る
か
と
い
う
こ
と

「
自
衛
の
た
め
の
戦
争
な
ら
で
き
る
と
か
、
自
衛

権
が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
日
本
が
「
戦
争
を

し
な
い
」
と
決
心
し
た
の
が
、
こ
の
憲
法
で
あ
り
、

自
衛
隊
の
よ
う
な
機
関
を
持
つ
こ
と
を
予
想
し
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」

「
自
衛
（
防
衛
）
力
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
自
衛
（
防

衛
）
の
た
め
に
相
手
を
粉
砕
し
、
撃
滅
し
、
殺
す
暴
力
」

で
あ
る
。
〃
専
守
防
衛
″
な
ん
て
い
う
の
も
、
国
民

を
愚
ろ
う
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
」

遠
藤
三
郎
は
元
陸
軍
中
将
で
、
憲
法
擁
護
国
民
連

合
代
表
役
員
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
軍
備
に
よ
っ
て
国
を
守
る
と
い
う
考
え
が
あ
る

限
り
、
ど
う
し
て
も
相
手
の
軍
備
よ
り
強
力
な
軍
事

体
制
を
持
と
う
と
す
る
の
は
当
然
で
、
何
ら
か
の
方

法
で
一
部
の
軍
縮
を
実
現
し
て
も
、
必
ず
ど
こ
か
に

は
み
出
し
て
軍
備
拡
張
競
争
に
な
る
。
そ
れ
は
歴
史

が
証
明
し
て
い
る
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
軍
縮
会
議
に
参
加
し

た
経
験
か
ら
）
。
」

「
国
防
の
任
務
は
、
攻
撃
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば

達
成
で
き
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
武
器
で
は
防
衛
だ

け
と
い
う
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。
専
守
防
衛

も
、
い
ま
ま
で
攻
撃
、
侵
略
作
戦
の
前
科
を
持
つ
日

本
が
自
衛
隊
に
ど
ん
ど
ん
装
備
を
増
強
さ
せ
て
い
る

現
状
で
は
客
観
的
に
成
り
立
た
な
い
。
」

現
実
に
戦
争
を
体
験
し
た
元
軍
人
た
ち
の
「
九
条

擁
護
・
自
衛
隊
否
定
」
の
証
言
は
重
み
が
あ
る
し
、

こ
の
原
点
に
戻
っ
て
こ
そ
、
「
九
条
実
現
」
運
動
が

成
り
立
ち
得
る
の
だ
と
思
う
。

１２ 市民の意見Ｎ○.１４３２０１４/４/１


